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小内 純子

はじめに

われわれは，1999年からイェムトランド県

のトロングスヴィーケン地区とフーソー集落

という２つの地域を中心に，スウェーデンの

過疎地における地域再生運動に関する調査研

究を進めてきた（中道・小内他，2007）．２つ

地域が存在するイェムトランド県はスウェー

デン中北部に位置し，８つのコミューンから

構成されている（図１）．

このイェムトランド県は２つの顔を持つ．

１つはスウェーデンでも有数な過疎地である

という点である．後にみるように県の範域に

おいて「人口希薄地域」が占める比率が極め

て高い．しかしその一方で，同県は，地域再

生運動や社会的経済の活動が活発な地域とい

うもう１つの顔を持つ．例えば，スウェーデ

ンの社会的経済を象徴する協同組合の人口千

人当たりの数は，全21県中でトップとなって

いる（後述）．また，1980年代から活発化する

地域再生運動は，1990年代前半に「イェムト

ランドモデル」と言われる独自の活動スタイ

ルを編み出し，その実践の成果はスウェーデ

ン国内にとどまらず，広く EU全体に知られ

るところとなっている．

本稿の課題は，第１に，イェムトランド県

がいかなる過程を経て，現在のこうした特徴

をもつ地域となってきたのかを明らかにする

こと，第２に，「イェムトランドモデル」とは

いかなる活動スタイルなのかを把握するこ

と，そして第３に，それがスウェーデンにあっ

てどのようなかたちで可能となっているの

か，その活動を支えるシステムを明らかにす

る点にある．そこで以下では，第１に，主に

統計資料を用いてスウェーデンにおいてイェ

ムトランド県が占めている位置について取り

押さえ，第２に，「イェムトランドモデル」が

形成されてくるプロセスを明らかにし，「イェ

ムトランドモデルとは何か」という問いに答

える．その上で第３に，イェムトランドの地

域再生運動を支えるシステムを把握し，その

スウェーデン的特徴を明らかにすることを試

みる．
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図１ イェムトランド県と８つのコミューン



１．スウェーデンにおけるイェムトラ

ンド県の特徴

１－１ イェムトランド県の位置と歴史的背

景

スウェーデンの中北部に位置するイェムト

ランド県は，西側でノルウェーと国境で接し，

北部にラップランドを一部含む北緯63度辺

りに存在する地域である．県都であるエステ

ルスンド市を中心に，８つのコミューンから

構成されており，2006年現在，人口は約12万

人を数える．

このイェムトランド県は，スウェーデンの

なかでも明確な地域的特徴をもつ地方として

知られる．宗教行事，言語，建築物，民族音

楽，伝統料理などの分野で地域独自の文化を

保持してきている．イェムトランド県の旗を

持ち，かつて「共和国運動」が存在したこと

が示すように，地域アイデンティティが強く，

独自の地域的まとまりを形成してきた地域で

ある．その背景には，長期間にわたる戦争の

過程で，デンマークやノルウェーとスウェー

デンの間を行ったりきたりする境遇におか

れ，否が応でも地域アイデンティティを持た

ざるを得なかったという独特の歴史的背景が

あったと言われる（Lansstyrelsen Jamtlands
 

lan,1995:5）．当時，イェムトランドには独自

の法律，貨幣，習慣が存在したことも指摘さ

れている（Rentzhog,1984）．

１－２ 人口の推移とその特徴

隣国との200年にわたる戦いの後に，イェ

ムトランドがスウェーデンの主権の下に入る

のは1645年のことである．この長い戦争の

間，イェムトランドの人口は１万人から1.5

万人で推移した．戦争が終結し生活が安定し

てくると，人口は増加に転じ，1800年に３万

人，1900年に11万人，1950年に14万人と急

速に増えていく（Lansstyrelsen Jamtlands
 

lan,1995:5）．しかし，表１にみるように，1955

年の144,063人をピークに人口は減少し始め

る．スウェーデン全体では確実に人口増加が

続く1955年から1970年にかけて，イェムト

ランド県の人口は13.3％も減少し，約12.5

万人まで落ち込んでしまうのである．その後，

1970年をボトムに人口は再び増加に転じ，

1990年代前半には13.5万人台まで回復する

ものの，1990年代後半には，再度減少し始め，

2005年段階には12.7万人とほぼ1970年の

水準に落ち込んでしまう．

以上のように人口変動の大きな流れを押さ

えた上で，1970年以降に特に注目してみる

と，この変動過程は以下のような３つの特徴

を伴って進んできたことがわかる．第１は，

激しいコミューン間格差を伴う過程であった

という点である．表２は８つのコミューンの

1970年から2006年までの人口の変化を５年

毎にみたものである．県都エステルスンドコ

ミューン（以下コミューンを省略）が1970年

比で約20％，クロコムが10％，オーレが５％

の増加を示している一方で，ストルムスンド，

ラグンダ，ブレッケが約30％，ベルクとヘン

ダーレンが20～25％の人口減を経験してい

る．なかでもブレッケ，ラグンダ，ストルム

スンドは，この間一度も人口の増加を経験す

ることなく現在に至っている．エステルスン

ドからノルウェーのトロンハイムに向かう横

断道路Ｅ14線沿いにあるコミューンが相対
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表１ イェムトランド・スウェーデンの人口の推移

実数（人) 指 数

年 イェムトランド スウェーデン イェムトランド スウェーデン

1945 143,213 6,673,749 99 95

1950 144,063 7,041,829 100 100

1955 144,393 7,290,112 100 104

1960 139,799 7,497,967 97 106

1965 130,848 7,772,506 91 110

1970 125,243 8,081,229 87 115

1975 133,433 8,208,442 93 117

1980 134,934 8,317,937 94 118

1985 134,190 8,358,139 93 119

1990 135,726 8,590,630 94 122

1995 135,584 8,837,496 94 126

2000 129,566 8,882,792 90 126

2005 127,028 9,047,752 88 128

資料：www.scb.se
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的に人口数を維持しているのに対して，それ

以外のコミューンの人口の減少傾向は顕著

で，両者の間で二極化が進展していることが

わかる．

第２に特徴的なことは，男性人口が女性人

口を上回る傾向が顕著に見られることであ

る．これは女性の他出者が男性のそれを上

回った結果生じた現象で，エステルスンドを

除く他の７つのコミューンで共通する状況が

みられた．この傾向は，表３にみるように

1970年当時が最も顕著で，ベルグ，ストルム

スンドは男女の比率に６％以上の差があり，

ヘンダーレン，クロコム，ラグンダでも５％

以上の差が存在している．スウェーデン全体

と比較してみると，その差がいかに大きいか

が確認できる．この傾向は年々弱まる傾向に

あるものの，2006年段階でもエステルスンド

以外のコミューンでは男性の数が女性の数を

上回っている．

第３にこの過程を通じ，過疎地としての性

格を明確化していく．表４は，全スウェーデ

ン農村部開発機関（GBV）が，独自に定義に

した地域類型によって，全国21の県別に３つ

の地域類型が占める比率を示したものである

（Glesbygdsverket,2006）．３つの地域類型と

は，「都市地域」「田園地域」「人口希薄地域」

である．「都市地域」は3,000人以上の住民が

いるコミュニティ，「田園地域」は「都市地域」

まで車で45分以内の地域，「人口希薄地域」

はそれが45分以上の地域（詳しくは，表４の

注を参照）を指している．2003年段階で，ス

ウェーデン全体でみると，人口の76.0％が

「都市地域」に生活しており，「田園地域」が

21.9％であるのに対して，「人口希薄地域」に

住む住民はわずかに2.1％にすぎない．その

なかにあってイェムトランド県は，「人口希薄

地域」に住む住民が29.5％を占め，「田園地

域」と合わせると約55％が「都市地域」以外

に居住していることがわかる．この比率は他

県に比べても極めて高い比率である．また，

全国の「人口希薄地域」に住む住民の約５分

の１がイェムトランド県に居住する者で占め

られていることもわかる．

このように1970年以降，イェムトランド県

表２ 自治体別にみた人口の変化 人

自治体 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2006年

ベルグ 9,406 8,906 9,003 8,641 8,660 8,480 8,175 7,592

ブレッケ 9,938 9,503 9,224 8,794 8,739 8,333 7,577 7,202

ヘレダーレン 12,759 13,015 13,096 12,724 12,491 12,109 11,415 10,764

クロコム 12,921 13,112 13,418 13,979 14,373 14,716 14,154 14,270

ラグンダ 8,473 7,826 7,571 7,336 7,078 6,748 6,313 5,806
実

数 ストルムスンド 18,460 17,758 17,343 16,611 16,093 15,316 13,938 12,782

オーレ 9,582 9,178 9,469 9,659 9,975 10,134 9,745 10,021

エステルスンド 49,750 54,135 55,810 56,446 58,317 59,748 58,249 58,583

イェムトランド 131,289 133,433 134,934 134,190 135,726 135,584 129,566 127,020

ベルグ 100 95 96 92 92 90 87 81

ブレッケ 100 96 93 88 88 84 76 72

ヘレダーレン 100 102 103 100 98 95 89 84

クロコム 100 101 104 108 111 114 110 110指

数
ラグンダ 100 92 89 87 84 80 75 69

ストルムスンド 100 96 94 90 87 83 76 69

オーレ 100 96 99 101 104 106 102 105

エステルスンド 100 109 112 113 117 120 117 118

イェムトランド 100 102 103 102 103 103 99 97

資料：www.scb.se
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では，コミューン間の格差と男女比率のゆが

みを伴いつつ人口の減少が続き，結果として

広範な「人口希薄地域」を抱える過疎地域と

しての性格を明確にしてきたとみることがで

きる．

１－３ イェムトランドの産業と就業構造の

変化とその特徴

ところで，以上のような人口変動をもたら

した背景には，産業構造の大きな変化が存在

した．なかでも1950年代後半から1960年代

にかけて生じた人口減少は，この時期に政府

によって推し進められた積極的労働力政策の

展開に大きく影響されている．積極的労働力

政策とは，低生産性セクターの合理化や倒産

によって生み出された余剰労働力を，労働者

の「自発的移動」を促すことで高生産性セク

ターへと送り込むという政策である．宮本の

言うところの選択的な経済政策の導入である

（宮本，1999：120-127）．この政策の導入によ

り推進されたセクター間の労働力移動は，低

生産性セクターが集まる地方から，高生産性

セクターが集積する都市部への労働力の地域

移動を伴うものであった．

1950年代のイェムトランド県の主要な産

業は農業と林業であった．多くの住民は，夏

場の農業（酪農，畜産）に冬場の林業労働を

組み合わせるかたちで生計を立てていた．し

かし，積極的な労働力政策の展開のもとで，

これらの低生産セクター部門の合理化が進

み，労働力が押し出されていくことになる．

1960年代に，県内の農場数は半減し，それに

伴い畜牛数が40％減，耕地が20％減となって

いる．1965年に約１万人いた農業労働者は５

年間で約５千人に半減してしまう．

また，林業会社が農家の山林を買占め，作

業を機械化することで，通年雇用が可能に

なったため，地元の農家は冬場の兼業先を失

うことになる．1960年に7,300人いた林業労

働者は1995年頃には2,000人前後に減少し

表３ 自治体別にみた人口の男女比

1970年 1980年 1990年 2006年
自治体

男 女 男 女 男 女 男 女

ベルグ 5,004 4,402 4,711 4,292 4,477 4,183 3,920 3,672人

ブレッケ 5,134 4,804 4,735 4,489 4,453 4,286 3,725 3,477

ヘレダーレン 6,738 6,021 6,838 6,258 6,432 6,059 5,460 5,304

クロコム 6,797 6,124 7,027 6,391 7,404 6,969 7,290 6,980

ラグンダ 4,448 4,025 3,927 3,644 3,660 3,418 2,914 2,892実

数 ストルムスンド 9,802 8,658 9,090 8,253 8,368 7,725 6,514 6,268

オーレ 4,966 4,616 4,881 4,588 5,141 4,834 5,134 4,887

エステルスンド 24,431 25,319 27,136 28,674 28,355 29,962 28,432 30,151

イェムトランド 67,320 63,969 68,345 66,589 68,290 67,436 63,389 63,631

スウェーデン 4,045,3184,035,9114,119,8224,198,1154,244,0174,346,6134,523,523 4,589,734

ベルグ 53.2 46.8 52.3 47.7 51.7 48.3 51.6 48.4％

ブレッケ 51.7 48.3 51.3 48.7 51.0 49.0 51.7 48.3

ヘレダーレン 52.8 47.2 52.2 47.8 51.5 48.5 50.7 49.3

クロコム 52.6 47.4 52.4 47.6 51.5 48.5 51.1 48.9

ラグンダ 52.5 47.5 51.9 48.1 51.7 48.3 50.2 49.8比

率 ストルムスンド 53.1 46.9 52.4 47.6 52.0 48.0 51.0 49.0

オーレ 51.8 48.2 51.5 48.5 51.5 48.5 51.2 48.8

エステルスンド 49.1 50.9 48.6 51.4 48.6 51.4 48.5 51.5

イェムトランド 51.3 48.7 50.7 49.3 50.3 49.7 49.9 50.1

スウェーデン 50.1 49.9 49.5 50.5 49.4 50.6 49.6 50.4

資料：www.scb.se
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ている．その結果，雇用者数に占める林業労

働者数の比率は，1960年代に13％から７％に

減少してしまう．こうして農業と林業の雇用

先としての位置が急速に低下していく（Ron-

nby,1995:281-283）．

ところで，先にみたように，主要産業の衰

退の時期を経て1970年代に入ると，県全体と

しては人口増加の時期が到来する ．人口が

増加に転じた要因は様々な点に求められる

が，産業の面ではWestlund（2002）によって

以下の点が指摘されている．まず，何よりも

大きな影響を及ぼしたのは，1970年代に入っ

て全国で実施された公共部門の強力な拡張で

あった．これにより公共セクターが就労先と

して大きな位置を占めるようになる．また，

農業や林業における人員削減促進のペースが

緩和される一方で，1960年代の終盤からイェ

ムトランド県が「工業発展期」を迎え，それ

に伴い建設関係の労働市場が拡張してくる．

加えて，1971年に県最初の大学である中央ス

ウェーデン大学が創設され ，同大学を卒業

した高学歴者が地元で公共セクターなどに職

を得ることができるようになる．こうしたこ

とが相乗効果となって人口は増加に転じ，以

後1990年代前半まで人口は安定的に推移す

る．

しかし，1990年代初頭にスウェーデンを

襲った深刻な経済不況の到来とともに，イェ

ムトランド県の人口は再び減少に転じ今日に

至っている．その要因の１つは，公共セクター

部門が縮小に転じたことにある．1990年から

1993年の間に，県内の公共セクターの雇用者

表４ 県（country）別にみた地域タイプ別の人口（2003年)

実 数（人） 比 率（％)

人口希薄地域 田園地域 都市地域 人口希薄地域 田園地域 都市地域 計

ストックホルム 8,922 103,295 1,748,655 0.5 5.6 94.0 100.0

ウプサラ 928 86,735 212,832 0.3 28.9 70.8 100.0

セーデルマンランド 103 73,603 186,672 0.04 28.3 71.7 100.0

エステルイェータランド 800 91,824 322,273 0.2 22.1 77.7 100.0

ヨンショーピング 764 97,665 230,230 0.2 29.7 70.1 100.0

クロノベリ 370 77,935 99,143 0.2 43.9 55.9 100.0

カルマル 2,325 94,436 138,125 1.0 40.2 58.8 100.0

ゴットランド 10,153 23,695 23,687 17.6 41.2 41.2 100.0

ブレーキンゲ 632 47,897 101,360 0.4 32.0 67.6 100.0

スコーネ 561 199,320 952,816 0.0 17.3 82.7 100.0

ハッランド ＊ 104,812 176,505 ＊ 37.3 62.7 100.0

ヴェストラジョータランド 19,412 341,867 1,153,709 1.3 22.6 76.2 100.0

ヴェームランド 4,201 84,090 185,270 1.5 30.7 67.7 100.0

オレブロ 127 73,596 200,212 0.05 26.9 73.1 100.0

ヴェストマンランド 369 60,845 198,917 0.1 23.4 76.5 100.0

ダーラナ 10,335 87,138 179,046 3.7 31.5 64.7 100.0

イェヴレボリ 3,961 98,467 174,438 1.4 35.6 63.0 100.0

ヴェステルノールランド 9,222 71,211 163,672 3.8 29.2 67.0 100.0

イェムトランド 37,633 32,298 57,714 29.5 25.3 45.2 100.0

ヴェステルボッテン 43,925 64,003 148,028 17.2 25.0 57.8 100.0

ノルボッテン 29,169 52,960 170,742 11.5 20.9 67.5 100.0

計 184,005 1,967,619 6,824,046 2.1 21.9 76.0 100.0

資料：GLESBYGDSVERKET FACTS 2006
注：地域タイプは全スウェーデン農村部開発機関（GLESBYGDSVERKET）の定義による．

都市地域；建て込んだ地域（Built-up areas）のことで，3000人以上の住民がいるコミュニティである．
田園地域；都市地域まで，車で45分以内の通勤可能な地域である．
人口希薄地域；都市地域まで，車で45分以上の通勤距離にある地域のこと．本島との間が橋でつながってい
ない島は，都市地域に近いとしても人口希薄地域とする．
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数は12.6％も減少している（Hugosson,

2002:84）．さらに，IT関連の発展産業はス

トックホルムやウプサラなど南部に集積し，

都市部の人口吸引力が再び強くなってくる．

その結果，スウェーデン全体の人口増加が継

続するなかで，イェムトランド県の人口の減

少は現在も続いている．

それでは現在イェムトランドに暮らす人々

はどのような職に就いているのであろうか．

表５から表９は，現在の雇用の状況を示した

ものである．まず，表５で，民間セクター，

公共セクター別に雇用者数をみると，ス

ウェーデン全体に比べてイェムトランド県は

公共セクターに就労する者の比率が高く，そ

の傾向はとりわけ女性に顕著となっている．

男性の場合77％が民間セクターであるのに

対し，女性は，54％と実にその半数以上が公

共セクターの仕事に従事している．1990年代

前半から公共部門の縮小が始まったとはい

え，なお公共セクターへの依存率が極めて高

いことがわかる．

表６は産業別の雇用者数比率を男女別にみ

たものである．男性は，鉱工業，卸・小売・

運輸・通信，金融・事業活動が多いのに対し，

女性は，健康・福祉，教育・研究・開発が多

く，ここでも男女差は顕著である．女性の場

合，とりわけ健康・福祉分野が34％と極めて

高く，この比率はスウェーデン全体と比較し

ても高い水準となっている．

さらに職業別にみると，より一層男女差が

明らかになる．表７は，クロコムコミューン

を事例に，就労者が多い上位20の職業を男女

別にみたものである．全就労者の３分の２以

上を女性が占める職業を「女性主体型」，男性

が３分の２以上を占める職業を「男性主体

型」，それ以外を「両性型」とすると，それぞ

れ８つの職業が「女性主体型」と「男性主体

型」に区分されることがわかる．女性は，ヘ

ルパーやケア関連の仕事，入学前や初等教育

の教員，男性は，建設業関係，農業，ドライ

バーなどが多くなっている．

以上の３点からみて，イェムトランド県の

表５ セクター別の雇用者数（2005年)

男 女 計

イェムトランド計 31 28 59千人

民間セクター 24 13 37

公共セクター 7 15 22実

数 スウェーデン計 2,181 2,004 4,185

民間セクター 1,841 1,049 2,890

公共セクター 340 955 1,295

イェムトランド計 100 100 100％

民間セクター 77 46 63

公共セクター 23 54 37比

率 スウェーデン計 100 100 100

民間セクター 84 52 69

公共セクター 16 48 31

資料：KROKOM 2007 Municipal factsより作成

表６ 産業別雇用者数（2005年) ％

イェムトランド県 スウェーデン

男 女 計 男 女 計

農林水産業 7 2 5 3 1 2

鉱工業 18 6 12 25 9 17

電気水道，ゴミ 3 0 2 1 0 1

建設業 11 1 6 11 1 6

卸・小売・運輸・通信 18 12 15 22 15 19

金融・事業活動 13 10 12 15 12 14

教育・研究・開発 6 18 12 6 17 11

健康・福祉 7 34 20 5 29 16

対人サービス・文化サービス 8 10 9 6 8 7

公務 7 7 7 5 6 6

分類不能 2 2 2 1 2 1

計 100 100 100 100 100 100

資料：KROKOM 2007 Municipal facts
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就業構造は，全国平均以上に労働市場のジェ

ンダー分割を内包していることがわかる．こ

のような就労先が男女間で明確に異なる点

は，教育水準や年収の違いにも反映している．

スウェーデンの場合，全国的にみても女性の

方が高等教育を受けた者の比率が高いが，

イェムトランド県ではその傾向がより顕著で

ある（表８）．高等教育を受けた者の比率は，

女性35％に対して男性は24％に過ぎない．全

国水準に比べても男性の比率が低い傾向は顕

著である．これは女性の就労先が教育や福祉

など資格が必要なものが多いことと関係して

いると考えられる．その一方で，年収総額は

男性の方が高くなっている（表９）．全国と比

較するとイェムトランド県の男性平均年収は

全国のそれよりも３万 SEKほど低いが，そ

れでも女性の年収総額よりも４万 SEKほど

高いことがわかる（１SEK≒17円：2008年

３月現在）．「学校にいる間は一貫して女性の

方が成績がいいが，一旦就職すると女性の方

が賃金が低く，昇進も遅い」（Braithwaite,

2006:156）という状況が，スウェーデンでも

表７ クロコムコミューンの上位20の職業（2005年)

人 数（人) 比 率（％)
職 業

男 女 総計 男 女 総計

ヘルパーおよび掃除作業員 10 85 95 10.5 89.5 100.0

入学前教育関連の専門家 15 115 130 11.5 88.5 100.0

家政および残りのサービス労働者 11 62 73 15.1 84.9 100.0女
性
主
体
型

レストランの助手 9 48 57 15.8 84.2 100.0

対人ケアと関連の労働者 142 717 859 16.5 83.5 100.0

他の会社の事務員 14 60 74 18.9 81.1 100.0

商店や売店の売り子および実演家 28 88 116 24.1 75.9 100.0

初等教育の専門家 51 124 175 29.1 70.9 100.0

生産および操作者の管理者 34 27 61 55.7 44.3 100.0

中等教育の専門家 70 52 122 57.4 42.6 100.0両
性
型 金融と販売関連の専門家 33 23 56 58.9 41.1 100.0

小企業の経営者 65 38 103 63.1 36.9 100.0

他の販売・サービスなど単純な職業 49 24 73 67.1 32.9 100.0

他の機械の操作者および整備士 78 20 98 79.6 20.4 100.0

物理，工学技術者 51 6 57 89.5 10.5 100.0

車のドライバー 104 3 107 97.2 2.8 100.0

男
性
主
体
型

農業と他の動植物の経営者 131 3 134 97.8 2.2 100.0

建物の骨組みと関連業種の労働者 202 1 203 99.5 0.5 100.0

建物の仕上げおよび関連業種の労働者 90 0 90 100.0 0.0 100.0

金属鋳物，溶接，薄板金属労働，および関連の労働者 61 0 61 100.0 0.0 100.0

20職業総計 1,248 1,496 2,744 45.5 54.5 100.0

全職業総計 2,004 2,044 4,048 49.5 50.5 100.0

資料：KROKOM 2007 Municipal facts

表８ 20－64歳の住民の教育水準（2006/12/31)

イェムトランド県 スウェーデン

男 女 計 男 女 計

義務教育 17 11 14 18 14 16％

高 校 58 53 55 50 47 48

高等教育 24 35 29 31 38 34

不 明 1 1 1 2 2 2

計（％) 100 100 100 100 100 100

計（千人) 37 35 73 2,722 2,641 5,363

資料：KROKOM 2007 Municipal factsより作成
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存在している．

2005年現在のイェムトランド県の20～64

歳層の労働力率は，男性79％，女性76％で，

これはスウェーデン全体の男性77％，女性

74％よりも若干高い数値となっている．しか

しながら，就業構造をみると，全国平均以上

に労働市場におけるジェンダー分割が顕著で

あり，こうした状況は，当然のことながら以

下にみるように地域再生活動にも影響を及ぼ

すことになる．

２．地域再生運動の隆盛と「イェムトラ

ンドモデル」

２－１ 生活不安と危機意識

さて，前章でみたように1950年代後半から

1960年代にかけての積極的労働力政策の推

進によって，地方から都市への労働力の移動

が進行し，イェムトランド県の人口減少が進

展していく．この動きは，1960年代終わりか

ら1970年代末にかけて政府によって進めら

れた住宅建設計画＝「100万戸」計画によって

加速された．スウェーデン中央と南部中心に

建てられた住宅には，地方から流入してきた

人たちが移り住むことになる．北からの人の

流れは1960年代におよそ10万人に達したと

言われる（Ronnby,1995:173-174）．

地方にとって人口の減少は，地域の小学校

やスーパーマーケットなどを閉鎖に追い込む

ほか，各種社会サービスの質の低下を招くこ

とになり，さらにそれが人口減少を促進する

といった負のスパイラルが進行していくこと

に繫がっていく．このことは地元に残った住

民の生活不安を増大させることになる．

また，1960年代に半ばに始まるコミューン

の統合がこの不安感を助長することになる．

すなわち，1964年には1006あったコミュー

ンは，1980年には一旦279まで整理されてし

まう（2007年現在は290）．しかもこの過程で，

1960年には３万人以上いた地方議員の数が

1973年には１万３千人程度まで減少する．そ

の結果，地方議員による地域に密着した活動

は弱まり，地域住民と地方議員の距離が拡大

することになる（宮本，1999：229）．これに

より地域住民の間に，「自分たちは政治的に見

捨てられてしまった存在である」という認識

が広がり，彼らの生活不安を増長する結果と

なった．

一方，1971年に実施された税制改革の影響

も看過できない．この改革によって，所得税

の課税単位が家族から個人に変更され，女性

が労働市場へと「動員」されていくことにな

る．男女を問わず，自ら働くことによって現

在と将来の生活の安定を手に入れざるをえな

くなり，それまで家庭にとどまっていた女性

も働くことが「強制」されてくる（太田，2005

ａ）．このことは女性向けの職場が少ない地方

の女性たちに対して，新たなプレッシャーを

生み出していくことになる．イェムトランド

県においてこの税制改革が与えた影響は大き

かった．

２－２ 1980年代に始まる地域再生運動の

３つの原動力

以上のような要因によって，イェムトラン

ド県では，1960年代前後から人口減少が進

み，負のスパイラルが進行するなかで，次第

に地域住民の間に生活不安や危機感が強まっ

ていく．しかしその一方で，1980年代に入る

とこうした地方の閉塞感を打破するような動

表９ 年収総額（2005年) 千 SEK

男 女 計

平均収入 イェムトランド 238 196 218

スウェーデン 269 199 235実

数 中央値 イェムトランド 232 196 214

スウェーデン 252 198 222

平均収入 イェムトランド 109 90 100

スウェーデン 114 85 100指

数 中央値 イェムトランド 108 92 100

スウェーデン 114 89 100

資料：KROKOM 2007 Municipal facts
注：指数は，男女計の収入を100として求めている．
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きが生まれてくる．こうした動きはやがて大

きな潮流となり，数々の成果を生み出してい

き，その地域再生活動の手法は1990年頃には

「イェムトランドモデル」として全国や EU諸

国に知られるところとなる．

それではイェムトランドモデルはどのよう

に生み出だされていったのであろうか．それ

は以下の３つの活動がその原動力となって進

んだと言われる（Ronnby,1995,1997，Lans-

styrelsen Jamtlands lan,1995）．

第１は，地方のボランティアグループの活

動である．1980年代以降，様々なボランタ

リーな組織の活動が活性化してくる．例えば，

その様子は，「緩やかに組織された労働者アソ

シエーション，商業的アソシエーション，協

同組合，あるいは小さい企業などが，数多く

村や周辺地域に生まれている．それらは，古

い集落自治会（byalag) ，禁酒運動の団体，

民間伝承のグループ，スポーツ協会やクラブ，

コーラスグループ，芝居のグループなどと，

多くが歴史的な関わりをもって誕生してい

る」と述べられている（Lansstyrelsen Jamt-

lands lan,1995:14）．実際，イェムトランド

県では，100年以上前から集落自治会を中心

に様々な協同関係が形成されていた．集落自

治会が，牧草地，漁業水域，森，共有地，村

の水車，製材工場，鍛冶屋などを共同で所有

することもしばしばみられた．また，様々な

アソシエーションや協同組合が，道路，街灯，

水道ポンプなどの維持・管理のために設けら

れていた．（Ronnby,1995:327-328）．

つまり，地域のなかにそれまで蓄積されて

きた様々な社会的ネットワークを生かしなが

ら，新しいボランティアグループの運動が多

数形成されていくのである．Ronnbyはこの

活動を，「new-old運動」と性格づけているが

（Ronnby, 1995, 1997），それはこうした実情

を的確に表現したものと言える．

さらに一方で，この運動は全国，あるいは

他のヨーロッパ諸国と連動した動きにも繫

がっていた．1987年，スウェーデン政府は欧

州理事会の呼びかけに応じて，NGOと協力

して，「スウェーデン全体で生き残る」（〝Hela
 

Sverige ska leva"）というキャンペーンを始

めている．これは文字通り，都市部だけでは

なく，地方も含めた国全体の持続可能性を追

求していこうという運動である．1989年には

全国市民活動評議会（Folkrorelseradet）が結

成され，全国の地方ボランティアグループが

結集することになる（Herlitz,1999）．

イェムトランド県のボランティアグループ

も，こうした全国的な運動に結集していく．

1995年頃，スウェーデンには約2,400の地方

ボランティアグループが存在したが，うち

300がイェムトランド県に存在した．全国に

対する人口比が1.5％に対して，グループ数

比は13％を占めるており，イェムトランド県

がこの運動で大きな位置を占めていたことが

わかる（Lansstyrelsen Jamtlands lan,1995:

14）．

第２の原動力は，「新しい協同組合」の設立

である．新しい協同組合とは，既存の大規模

化した協同組合とは異なり，地域内のニーズ

に地域住民自身が応えるかたちで，地方で小

規模に展開されてきた協同組合で，1980年代

に全国で設立されるようになる（Pestoff，

1991＝1996，1998＝2000 秋朝，2004）．イェ

ムトランド県における最初の「新しい協同組

合」は，1983年にフンゲ村にできた親（保育）

協同組合であった．その後急速に地域内に広

まり，1995年頃には140以上が存在してい

る．この当時は，ほとんどが親協同組合で，

次いで高齢者ケア組合が多かったが，その他

にも，芸術や工芸，山羊乳や魚の加工品，ウー

ルの製品，村の売店，レジャーセンター，カ

フェ，観光，スキーリフトなどと結びついた

協同組合も設立されている（Lansstyrelsen
 

Jamtlands lan,1995:16）．親協同組合が大半

を占めたのは，女性が働くためには子どもを

預ける場所が必要だったことが大きく関係し
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ている．また，親協同組合の設立自体が女性

の職場を生み出すという面もあり，親協同組

合の設立が急激に進んでいった（太田，

2005a，2005b）．設立に資本金を必要としない

協同組合は，資金の乏しい地方の女性の起業

に適した事業形態でもあった．

この協同組合の設立に関しては，当初中央

スウェーデン大学の教員が大きな役割を果た

している．1983年に，中央スウェーデン大学

の教員による協同組合に関する研究会がス

タートし，協同組合の設立を理論面でサポー

トした．そして，この研究会の延長線上に協

同組合の設立をサポートする機関としてイェ

ムトランド地域協同組合開発センター

（KUJ）が設立されている．1986年には全国に

地域協同組合開発局が設立されることが決定

され，それと連動した動きでもあった（Ronn-

by,1995,1997，Grut,1995）．2006年には名

称がコンパニオン（Coompanion）に統一され

現在に至っている．

冒頭でもふれたように，イェムトランド県

は人口千人当たりの協同組合の数も多く，表

10でみるように，それは2.12と25ある地域

のなかでトップとなっている．２位はゴット

ランドの1.50で，他の県はほとんど１を割り

込んでおり，イェムトランド県の高い数値が

目をひく．

第３に原動力してあげられるのは，女性た

ちによる運動である．先に見たように，女性

の問題は，イェムトランド県にとって固有の

問題領域を構成していた．女性が進学や就職

を契機に他出してしまうことは，地域の将来

にとって大きな問題であった．女性にとって

十分な雇用先がない上に，家父長的な生活様

式が残る地方の生活は，女性にとってけっし

て魅力的なものではなかった ．この問題の

重要性に関して，1980年代半ばには，行政も

深刻に受け止めるようになる．

1989年の小さな女性グループの活動に始

まり，1991年には，県行政の後押しを受けて

クビンヌム（Kvinnum）プロジェクトが正式

にスタートする．Kvinnとはスウェーデン語

で女性を意味する単語である．このプロジェ

クトは，女性及び女性グループと県内の行政

諸機関が協力し合い，イェムトランド県の女

性の地位向上を目指すことを目的とするもの

である．女性２人と県の男性職員１人がプロ

ジェクトリーダーとなり，事務所は近郊の

オース（エステルスンドから北に約15km）

におかれた．同じ建物の中にはKUJの事務

所もあり，両組織の間には強力な協力体制が

築かれていた．この機関は，全国的な組織化

の動きを受けて，1994年前後にイェムトラン

ドの女性資源センターとして全国組織の１

支部に再編されている．

活動の中心は，女性たちのネットワークづ

くりや女性の自立のためのサポートにおかれ

た．人口希薄地域に孤立して生活する女性た

ちを，結びつけることが何よりも重視された．

その結果，1995年当時，県内において12人の

女性のプロジェクトリーダーの誕生と70の

女性のネットワークの構築に成功している．

また，郷土料理や伝統的なレシピを用いた料

理を提供するための協同組合イェムトマート

（イェムトランド／Jamtlandと食事／mat

の合成語）の活動には約200人の女性が参加

し，1994年にエステルスンドで開催された女

性活動の全国大会，〝Women Can"フェアに

は，延約４万人とも，６万人とも言われる参

加者が集まり，大成功を収めている．

こうした女性の活動は，先の２つの原動力

と重なり合うものである．ボランティアグ

ループの28％は女性が折衝役であり，オース

ではその比率が49％に達していた．また，新

しい協同組合では，ほとんど半数の協同組合

で女性が折衝役や委員長となっている．ベル

グではそれが75％を占めたと言われる（Ron-

nby,1995,1997）．新しい協同組合の推進役や

従業員の87％は女性であるというデータも

ある．
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このように，地域再生運動は以上の３つの

流れが互いに影響し合いながら進展してきて

いるが，そのなかにあって，この地域でもっ

とも不利な状況におかれていた女性たちが大

きな役割を担ってきたことがわかる．

２－３ 「イェムトランドモデル」とは何か

さて，1980年以降，イェムトランドでは，

以上みたように「ボランティアグループ」「新

しい協同組合」「女性の活動」の３つを原動力

として，活発な地域再生運動が展開されてい

く．そのなかで確実な成果を積み重ねたこと

で，当地の地域再生運動の手法は，「イェムト

ランドモデル」として他地域から注目を集め

ることになる．

それでは「イェムトランドモデル」とはい

かなるモデルであろうか．イェムトランド県

によって，1995年に「スウェーデンの地域開

発 イェムトランドモデル」というインター

ナショナルレポートが提出されている．ただ

し，このレポートは行政寄りの視点で書かれ

ている上に，「イェムトランドモデル」につい

ての明瞭な定義は行なわれていない．そこで

このレポートの他，当時のイェムトランドの

地域再生運動を理論的に支えていた研究者で

ある Ronnbyの論考（Ronnby, 1995, 1997）

や当時コミュニティワーカーとして活動して

いた人たちに対するインタビューの結果を参

考に，「イェムトランドモデル」について検討

を行った．

表10 人口1,000人当たりの協同組合の数（2006年)

コンパニオン所在地域 人口（2006/12/31)
協同組合

の数

人口千人

当りの数

イェムトランド 127,020 269 2.12

ゴットランド 57,297 86 1.50

ヴェステルボッテン 257,581 301 1.17

ロースラーゲン 131,023 124 0.95

ノルボッテン 251,886 236 0.94

ダーラナ 275,711 255 0.92

イェヴレボリ 275,653 249 0.90

ヴェームランド 273,489 243 0.89

ヨーテボリ 804,349 695 0.86

ヴェステルノールランド 243,978 201 0.82

ブレーキンゲ 151,436 117 0.77

ハッランド 288,859 219 0.76

ヴェストマンランド 248,489 188 0.76

カルマル 233,776 167 0.71

フィルボーダル 271,461 193 0.71

スカラボリ 255,758 177 0.69

クロノベリ 179,635 113 0.63

ウプサラ 319,925 201 0.63

ストックホルム 1,787,081 1,082 0.61

エステルイェータランド 417,966 227 0.54

スコーネ 1,184,500 639 0.54

オレブロ 275,030 148 0.54

シューヘラド 206,716 106 0.51

ヨンショーピング 331,539 150 0.45

セーデルマンランド 263,099 111 0.42

全 体 9,113,257 6,497 0.71

資料：COOMPANION “Kooperativt foretagande okar mest－tillvaxten
 

region for region 2007”より作成
注：中央統計局に活動している企業として登録されている協同組合を対象とし

ている．
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その結果，「イェムトランドモデル」のキー

ワードとして，ボトムアップ（グラスルーツ），

ネットワーク，パートナーシップ，触媒作用

の４つが浮かび上がってきた．

なかでも特に重視されたのは，地域再生の

運動はボトムアップの活動であるという点で

ある．活動の出発点はまず地域住民の側にあ

る．過疎化が進行し，人口の減少とサービス

の低下が進むことに危機感や不安感を覚え，

この流れを止めるために何かをしなければい

けないと考える人々が現れる．その人たちが

行動を起こす時に活動はスタートする．彼ら

は，地域に対する強い愛着を持ち，集団的な

学習を通じて，自分たちで目標を設定し，計

画を立て，それをやりきることができるとい

う見通しと確信を持って，地域再生運動に取

り組み始める．そして実際の活動を通じ，な

んらかの成果をあげることができれば，住民

自身が自信を取り戻し，さらに次の活動へと

繫がっていくことになる．

同時に，地域資源を活用するという点も重

要である．この場合，地域資源とは，単に経

済的資源ではなく，人的，社会的，文化的資

源を含む多様な資源を指している．実際，イェ

ムトランド県では，ムース狩り，釣り，スノー

スクーター，スキー，工芸品，織物，薄焼き

パン（tunnbrod）づくりなどの諸活動が日常

生活のなかに根付いており，こうした文化的

資源を地域再生運動の一手段として用いた地

域も多い．すなわち，ここでいうボトムアッ

プの活動とは，地域住民自身のイニシアチブ

で，地域資源を生かして地域再生を行うこと

である．先にあげた県が発行したインターナ

ショナルレポートの表紙には，「地域再生は決

して行政の問題ではない．地域再生は民間の

地方イニシアチブと参加の成果である」とい

う一文が記されている．

このボトムアップの活動を支えるのがネッ

トワークとパートナーシップである．ネット

ワークという用語は，同じような活動を行う

もの同士の結びつきを指して用いられてい

る．互いに活動経験を学び合い，情報を交換

することにより，自分たちの活動を進めてい

こうというものである．当時の活動に関わっ

たコミュニティワーカーによれば，自分たち

と同じような条件下にある人々の活動状況を

知ることは，これから活動を起こそうとして

いる人たちを勇気づけ，刺激を与える点で最

良の方法であると言われる．なかでもとりわ

けこのネットワークづくりの重要性を強調し

ていたのが女性の運動に関わってきたコミュ

ニティワーカーたちである．人口希薄地域で

あるがゆえに家も遠く，仕事もなく，孤立し

がちに生活していた女性たちを運動に巻き込

んでいく際に，ネットワークづくりが最も効

果を発揮したという経験に基づく発言であ

る．出会いの場を設定し，まずは地域に住む

女性同士が集まり，活動の基盤を作り，次第

にその輪を外に広げて行くことは，活動の大

きな力となったという．

これに対してパートナーシップは，他の諸

団体と関係を結んでいくことを指している．

この場合，特に，重要なのは公的セクターと

のパートナーシップである．公的セクターの

強いスウェーデンでは，過疎地の地域再生に

おいても公的セクターが果たす役割は大き

い．財政的援助をはじめ，情報や知識の提供

という点でも，公的セクターのサポートなし

には地域再生運動の成功は難しい．なかでも

重要な役割を果たしているのが県行政とコ

ミューンである．県行政の側も，長期的な展

望に立った地域再生の計画を立案するととも

に，その実現に向けてコミューン，県議会，

各種民間セクターと緊密なパートナーシップ

づくりを進めている．住民諸団体にとっても，

自分たちの意見を反映させていくためには，

各種機関とパートナーシップを形成していく

ことが重要であることは言うまでもない．

そして，触媒作用とは，以上のような３つ

の活動を促進する役割を担うものである．ボ
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トムアップの活動が重要とはいえ，そうした

運動が生じてくるのをただ待っているわけで

はない．学習会や講演会を組織するなどして，

運動の種を蒔いたり，刺激を与えたりする活

動は必要である．また，地域住民だけでネッ

トワークやパートナーシップを構築すること

が困難な場合には，それを援助する活動は極

めて重要である．そうした活動を担うのがコ

ミュニティワーカーやプロジェクトリーダー

であり，彼女／彼らが足場を置く組織という

ことになる．

以上のように，「イェムトランドモデル」と

は，試行錯誤を通じて，ボトムアップ，ネッ

トワーク，パートナーシップ，触媒作用の４

つをキーワードに作り上げてきた活動スタイ

ルを指している．この４つのキーワードは，

現段階では日本でも広く用いられているもの

であり，新味がないものと思われるかもしれ

ないが，1980年段階から学習や実践を通じ

て，当事者と研究者が協力して作り上げてき

た運動論であることの意義をここでは改めて

確認しておきたい．

２－４ 「イェムトランドモデル」支える理論

― 必須の三角形―

ところで，以上のような「イェムトランド

モデル」を支える理論として，「必須の三角形」

理論にふれる必要がある．初期の地域再生運

動をサポートした研究者や実践家の論考をひ

もとくと，必ずこの理論が取り上げられてい

ることに気づく（Ronnby,1995，Grut,1995，

Herlitz,1999）．これはもともとノルウェーの

研究者であり，人口希薄地域の研究をおこな

うAlma○sが，地域再生運動の成功にとって必

要な３つの要素とその相互作用を三角形を用

いて表わし，それを「必須の三角形」（the
 

necessary triangle）と呼んだことに始まる

（Alma○s,1985）．３つの要素とは，図２にみる

ように，①地域の動員（LOCAL MOBILIZA-

TION），②公的サポート（PUBLIC BACK-

ING），③外的刺激（EXTERNAL STIMU-

LATION）である．これを Ronnbyは，それ

ぞれ，①地域のイニシアチブと地方の人的・

物的資源の動員，②公的支援とイネブラー（成

功促進要因）としての地方政治，③可能な外

的刺激とサポートと言い替えている（Ronn-

by,2005:153-161）．この３つを頂点として３

辺の矢印が双方向に向いていることからみ

て，この３つの要素がそれぞれに相互に協力

し合うことが，地方の地域再生を成功に導く

鍵であることを意味している．この３つの要

素を，前節の「イェムトランドモデル」と関

連づけてみると，以下のような関係にあるこ

とがわかる．

第１の地域のイニシアチブと地方の人的・

物的資源の動員の点に関しては，「イェムトラ

ンドモデル」のキーワードの１つであるボト

ムアップ（グラスルーツ）に呼応するもので

ある．地域再生にとって最も重要な点は，地

元住民の主体的な取り組みと地域資源の活用

であり，それゆえにこの要素が三角形の頂角

の位置に置かれている．

第２の公的支援とイネブラー（成功促進要

因）としての地方政治は，「イェムトランドモ

デル」のキーワードでいうとパートナーシッ

プに関連する．これが三角形の底角の一方を

占めている．すなわち，地方の地域再生の成

功にとって公的セクターのサポートは，必須

の条件となっている．公的セクターとしては，

図２ 必須の三角形（The necessary triangle)
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コミューン，県行政庁，県議会，国などが主

に想定されている．サポートの内容は，関心，

奨励，賞賛，アドバイスなどを与えること，

行政手続きをスムーズに実施すること，ネッ

トワークとの連絡や協同，経済的援助，フォ

ローアップとフィードバックの実施など多岐

にわたっている．

第３の可能な外的刺激とサポートは，触媒

作用が果たす役割に関係している．ボトム

アップの活動に刺激を与えたり，支援したり

する人や組織が果たす役割のことを意味す

る．また，ボトムアップの活動にとって，同

じような活動をする組織とのネットワークや

異なるタイプの組織とのパートナーシップが

重要であることはすでに指摘している．しか

しながら，日々の生活に追われる地域住民に

とって，他地域の組織と交流をしたり，他の

公的な組織と交渉したりすることは，経験に

乏しく，不得手な分野である．それゆえ，地

域住民に代わって，コミュニティワーカーや

プロジェクトリーダー，及び彼女／彼らが足

場を置く組織が，人々や組織を結びつける役

割を担うことになる．そうした活動が，ここ

では外的刺激とサポートとして底角のもう一

方に位置づけられている．

以上が「必須の三角形」の概要であるが，

実際にこの三角形が地域活動のなかで具体的

にどのようなかたちで現れるかは，活動が展

開される地域がおかれた状況によって大きく

異なることは言うまでもない．しかしその一

方で，スウェーデンの場合，こうした地域活

動が全国的な機関や国の制度によって支えら

れている面も大きい．そこで次号では，「イェ

ムトランドモデル」を支えるサポート体制の

把握を試み，そのスウェーデン的特徴を検討

していく．

注>

⑴ 全国的にみても，1970年代は３大都市圏の

成長が不活発になり，地方の人口が増加してい

る．スウェーデンではこの現象を「緑の波」

（Green Wave）と呼んでいる（Westlund,

2005）．

⑵ 1965年にウメオ大学が設立されるが，それ

までは最も近い大学がウプサラ大学であった．

そのため大学進学が若者の他出の契機となっ

ていた．

⑶ byalagに関しては，Lorendahl（1996：148）

による次のような説明がある．「〝byalag"は，

歴史的に，地方の事柄に対応したり，決定した

りする際の重要な組織形態― 村共同体（vil-

lage community)― となってきた．今日で

は，例えば，特定の目的をもった協同組合や自

発的組織よりも，より全般的で，すべての包括

的な目的や仕事を担う地方アソシエーション

と定義することができる．」とされる．また，ス

ウェーデン語―英語の辞書によると，「①

neighbourhood council（body,organization），

②neighbourhood improvement (protection)

association，③residential  association，④

association of local residents」という説明が

なされている（Gullberg,1977）．

⑷ これに対し，イェムトランド県の男性には，

ムースハンティングや魚釣りといった楽しみ

が存在した．また，継ぐべき財産や仕事があり，

生活の変化に対する不安もあって，男性は地元

にとどまる傾向があった（Ronnby,1995:277）．
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